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ＩＴ総合戦略室が推進するデータ体系

 社会全体でデータ利活用するために、基本データから積み上げた体系の中で相
互運用性の確保を目指す。
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行政基本情報データ連携モデル

コア語彙

行政サービス・データ連携モデル等

（テンプレート群）

文字情報基盤」

コード

サービス

データ
体系

観光

カナ、ローマ字、英字

日付・時刻、住所、地理座標、電話番号等
例：2018/01/29と2018-01-29が混在し、データ処理が困難センサーデータ

データ項目
(データ定義)

情報
(データモデル)

※１ は、デジタルガバメントで推進している共通語彙基盤の略称。国際連携も実施中。
※２ データを扱うためのツール体系、データ品質は確保するための品質体系も整備していく必要がある。

農業 健康 移動 行政 防災
イン
フラ

製造

データ形式

標準的なデータ項目を組み合わせ
ることで、標準的なデータモデルが
できる

分野横断で活用することで
データ連携が容易になる

行政データ連携標準リスト データカタログ

導入実践ガイド
※緑文字の３つを合わせ、

行政データ連携標準群



行政データ連携標準群（検討中のものを含む）

 社会共通で使うデータを重点的に整備予定。
 ＪＩＳやＩＳＯ等の既存の標準を推奨するとともに補足情報を整備。
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ビジネス

生活

日付・時刻
住所
地理座標
電話番号
郵便番号 等

ＩＭＩ
共通語彙基盤

行政基本情報データ連携モデル
（データ形式の共通化）

行政サービス・データ連携モデル
（データモデルの共通化）

法人情報
法人活動情報
申請書
制度情報
調達情報
イベント情報 等

制度情報
イベント情報 等

日付・時刻
住所
地理座標
電話番号
郵便番号 等

行政データ連携標準リスト
（コードの共通化）

国
地域
地方公共団体
（町字）
地上目標物
産業分類
商品分類
職業分類
性別 等

地方公共団体
（町字）
地上目標物
性別 等

施設
観光施設
物

等

施設
子育て支援施設

等

• 今後、デジタル・ガバメント技術検討会議を経て、2018年4月中にβ版等を公開予定。
• 町字識別子（仮称）については、2018年度早期に町字情報のオープン化を検討する。それを踏まえ、2018年度中にこれらのデー

タを収集・公開の仕組みを整理する予定。

行政データ連携標準群



ＩＭＩ（共通語彙基盤）でのデータ記述
 共通語彙基盤では、数値、重量、容量等のデータに関する記述も公開している。

 今後、IoTという視点から更なる検討を進めていく。
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https://imi.go.jp/



データ連携基盤推進のためのガイドブック類の整備

 データ連携の基盤となる情報を設計、運用するためのガイド群を2017年8月より
CIOポータル上でβ版を公開済。今後、デジタル・ガバメント技術検討会議での議
論を経て、2018年4月中に正式版を公開予定。
 API導入実践ガイドブック及びAPIテクニカルガイドブック

• 我が国の政府機関においても、徐々にAPIによるデータ提供事例が増えてきているところであるが、
その提供方法等に関しては、各府省が個別に検討しているという状況。

• API利用者の利便性を向上し、利用を促進するため、各府省がWebサイトでAPIを提供するに当たり、
共通化すべき事項や留意点などについてまとめたもの。

 マスターデータ等基本データ導入実践ガイドブック

• 情報サービス利用者の利便性を向上し、利用を促進するため、各府省が情報サービス整備を行う
に当たり、マスターデータ設計、運営の方法及び留意点などについてまとめたもの。

 コード（分類体系）導入実践ガイドブック

• 情報サービス利用者の利便性を向上し、利用を促進するため、各府省が情報サービス整備を行う
に当たり、コード設計及び運営の方法及び留意点などについてまとめたもの。
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データ連携標準等の公開
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政府CIOポータル 標準ガイドライン群 検索

各種ドキュメントは、政府CIOポータルにおいて公開。
α版・β版については利用者等のフィードバックを得ながら改善を図っていく。

https://cio.go.jp/guides

https://cio.go.jp/tetsuduki_tanaoroshi
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